
JFX200-2513 / JFX500-2131
ヘッドノズル面メンテナンス手順書
クリーニングや日常のお手入れ ( 周辺清掃など ) を行っても画質不良 ( ノズル抜け ) が解消しない場合のみ、

以下の手順に従ってヘッドノズル面のメンテナンスを行ってください。

メンテナンス手順

1. 本体左側のカバーを外す

ネジを外してカバーを取り外します。

2. キャリッジ ( ヘッド部 ) をメンテナンス位置に移動させる

(1) ローカルで、 キーを押す

(2) キーを押す

(3) を押して [ ヘッドメンテナンス ] を選ぶ

(4) キーを押す

• メンテナンスを行う前に、必ず弊社エンジニアによるトレーニングを受講してください。受講をせずにメンテ
ナンスを行うと、ヘッドの故障の原因になる場合があります。

• メンテナンスの際、絶対にインクヘッドのノズル部分をこすらないでください。ノズル部分をこすると撥水
面が劣化し、ヘッドを交換しなければならない場合があります。

メンテナンスに必要な道具

ノズルスワブ

100 本入り

クリーンスティック

50 本入り

F200/LF200 メンテナンス洗浄液
100ml

品番：SPC-0421 品番：SPC-0527 品番：SPC-0568

• ヘッドノズル面のメンテナンスは必ず、指定のサプライ品をご使用ください。指定品以外で清掃すると、ヘッ
ドの早期劣化につながる可能性があります。

• メンテナンス準備のためヘッドが動きます。注意してください。

【JFX200】2 箇所のネジを外す 【JFX500】4 箇所のネジを外す
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カバー

MAINT.



3. 新しい「ノズルスワブ」または「クリーンスティック」に洗浄液を
含ませる

洗浄液は十分含ませてください。

4. ノズル面を清掃する

(1) 洗浄液を含ませた「ノズルスワブ」または「クリーンスティック」を、
10 秒ほどノズル面に軽く押し当てる

(2) ノズル面全体に (1) の作業を行う

5. 清掃が終了したら、 キーを押す

初期動作後、キャリッジ ( ヘッド部 ) が最初の位置に戻ります。

カバーを閉じてください。

6. クリーニング [ ノーマル ] を実施する

取扱説明書の第 4 章を参照して操作してください。

7. テストプリントを行い、プリント結果を確認する

ノズル状態が回復するまで、クリーニングとテストプリントを繰り返してください。

• 使用済みのクリーンスティックは再利用しないでください。
ノズル詰まりの原因になります。

• ノズル面をこすったり、スポンジ部を指で強く押さえつけたりし
ないでください。ノズル面が傷つき、吐出不良の原因になります。

• 一度使用したクリーンスティックは再利用せず、常に新しいク
リーンスティックを使用してください。

10 秒ほど軽く押し当てる

ノズル面
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